
   

 

地区別事業概要 

事 業 名 農村整備事業 地 区 名 新明
しんめい

 

関係市町村 北海道 新冠郡
にいかっぷぐん

新冠町
にいかっぷちょう

 事 業 主 体 北海道 

  

事 業 目 的   本地区は、北海道中央部の新冠町に位置し、酪農経営を中心とした営農が展開され

ている。 

 本地区の営農飲雑用水施設は、道営開拓地整備事業「新明地区」（S53～S55）により

造成されたが、45 年が経過し、経年的な施設の劣化により鋼構造物の腐食及び配水管

からの漏水が発生するなど、安定した営農飲雑用水の供給に支障を来しているととも

に、維持管理に多大な費用と労力を要している状況であり、併せて災害時に対応した

施設の機能強化が求められている。また、近年の降雨状況の変化に伴う河川原水の濁

度上昇による水質悪化対策の早急な実施も求められている。 

 このため、本事業により、機能保全計画に基づく保全対策、浄・配水施設の再編・

集約化、施設の耐震対策及び水質改善対策を行い、安定した営農飲雑用水の確保及び

維持管理の費用と労力の軽減を図り、農村に安心して住み続けられる条件を整備し、

農村の持続性の向上を図るものである。 

事 業 概 要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期 

971ha 63 戸 1,380 百万円 令和８～16 年度 
  

主要工事 営農飲雑用水施設 １式 
 取水施設 １式 
 導水施設 ３km 
 浄水施設 １式 
 配水施設 配水池 １か所 
      配水管 ４km 

  

関連事業 新冠町簡易水道事業 

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式 

4,866 百万円 2,776 百万円 1.75 総費用総便益比方式 

概 要 図 別添のとおり           

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：新明地区営農飲雑用水施設事業計画概要表（北海道農政部農村振興局農村計画課作成） 

（注）総費用とは、当該地域内において効果を発揮する一連の施設に係る費用を、評価年度における価

値で評価した額である。 
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地区別事業概要 

事 業 名 農村整備事業 地 区 名 宮良
み や ら

・白
し ら

保
ほ

 

関係市町村 沖縄県 石垣市
い し が き し

 事 業 主 体 石垣市 

  

事 業 目 的 本地区は、沖縄県石垣市の南東部に位置した農村地域であり、サトウキビを中心に

葉たばこ、牧草等の営農が展開されている。   

本地区の農業集落排水施設は、農業集落排水事業「宮良・白保地区」（H13～H19）に  

より造成されたものであり、供用開始から 15 年以上が経過した汚水処理施設等の老 

朽化に伴い、維持管理労力及び維持管理費の増加が課題となっている。   

このため、本事業により、維持管理適正化計画等に基づく農業集落排水施設の計画  

的な保全対策を行うことで、維持管理の効率化等を図り、農村に安心して住み続けら

れる条件を整備し、農村の持続性の向上を図るものである。 

事 業 概 要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期 

160ha 1,690 戸 1,756 百万円 令和８～13 年度 
  

主要工事 汚水処理施設 １式 

中継ポンプ施設 １式 

  

関連事業 なし 
 

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式 

6,961 百万円 5,064 百万円 1.37 総費用総便益比方式 

概 要 図 別添のとおり           

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：宮良・白保地区農業集落排水事業計画概要表（沖縄県石垣市下水道課作成） 

（注）総費用とは、当該地域内において効果を発揮する一連の施設に係る費用を、評価年度における価

値で評価した額である。 
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